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第 二 巻 第 四 號 九州帝國大學農學部學藝雑誌 昭 和 二 年 七 月

原 著

菌核菌一名白絹病菌  (Sclerotium Rolfsii SACC.)に就て

第 五 報

菌 核 菌 の 培 養…的 生 理 的 並 に 寄 生 的

性 質 とStrainと の 關 係

中 田覺五郎

(昭 和 二 年 三 月二 十 日 受 領)

1.緒 言

菌 核菌 にStrainの 存 在す るや否につ きては從 來種 々な る点 よ り論ぜ らる。TAUBENHAus及

TiSdALEは 寄 生性 につ きて研究 し其 の間に差異 な しとして共 に本菌 にはStrainが 存在せ す

とな し,EDSON及SIIAPOVAlOvは 培 養上 の性 質につ きて研究 し本菌 内には種 々の差異 ある も

の あ りとしてStrainの 存 在 すべ き ことを主張せ り。

著者 は各地 よ り蒐 集せ し49originの 菌 につ きて観察せ しに種 々の性質 に於 て相異 るもの

あるを磯 見せ り。 樹 著者は嚢 に触 現象 に よりてStrainの 存 在すべ き ものな る ことを証 し

之れ に より490riginの 菌 を35Strainに 種 別 し得た り。茲に は此 の種 別に よる各Strainに

つ き培養的,生 理 的及寄生的の性質 を究 め以てStrainの 特 質 を明 にせん とせ り。

2.試 験 方 法

(一・)培 養 試 験

の 培養基:培 養基 の調製 方法 はSMIrl,HのBacteriainrelationtoplantdiseasesVo1.1記

載 の方法 に よれ り。醤 油寒天培養 基は齋藤賢道 の鹿方 に よる。培養 基の反応 は滴定法 に より

凡 てFuller'sscaleを 以 て現せ り。反応 の標 準 としてはLitmus中 性 に準 じて+15。 となし培養

基 は常に+15。 内 外に訂 正せ り。尚 麹汗寒天 及菓 豆煎 汁寒天の調製法 は次の如 し。



麹汁寒天 培養基:1託 の麹に4立 の水を加へて60。C.に12時間 保温し,後 櫨過 して糖分 を

12度 に訂正し,之 れに2%の寒天 を加へ100。C.に て3日 間30分 閥つつ連 周殺菌 した る

ものな り。か くして出來た る培養基の反応 は約+150に して之れ を訂正することな くして直

に實験に供せ り。然 し此培養基は材料により必すしも一・様 ならす。

菜豆煎汁寒天培養基:粉 確せる菜豆200grに 水一立 を加へて 一時間煮沸し よく浸出した

るを待ちて之れを濾 し,後2%の寒天 を添加 し100。Cに て30分 間つつ3日 間蓮 日殺菌し

た るものな り。か くして出來た る培養基の反応 は+15。 内外にして其のまま直に実験 に供せ

り。

b)方 法:inoeulumに は菜豆煎汁寒天に培養 したる菌より同大の菌核一個をとりて 供用

ぜ り。伺此inoculumに 用ひし菌核は凡て同一年齢の培養 よりの ものを用ふることとせ り。

茲に特に菓豆煎汁寒天 を選びし所以は,已 に示ぜしが如 く,此 培養基に培養せしものは一般

に菌核の成生豊富に且つ共の大 さ小に,加 之菌糸 と容易に分離 し得て釣菌 し易きためな りと

す。

各培養を比較するには菌糸にありては光澤 ・色 ・形態 ・形成の配列及菌暦の点 につき,菌

核にありては軍に形成の配列の点 につきて調査するところありた り。此等の性質は何れ も菌

に特有なるもの と見るを得o

本試験に供せ し菌は第 一報2及 第三報2記 載の490riginの 菌 とす。 培養は凡て七日後

のものにつきて研究せ り。

(二)接 種 試 験

の 接種植物:寄 生性を比較せんがた めには凡て鉢植の植物を用ひ,其の植物は同一品種

を同時に播種 したるものな り。街接種するに當 りては更に生長の程度を考査し・成るべ く同

一程度のものを選びて供試せ り。

b)方 法:本 菌を接種するにはCzapek寒天 に培養 したる菌 を用ぴ,之 れの菌懸を約

5m.m平 方大に切 りとり,豫 め加傷せし接種植物の茎の基部に接種 した り。本菌が寄生し得

んがためには一般に高 温(25。C以 上)を 要するが故に,接 種は七月初旬 より九月中旬に亘 り

温室内にて数回に分ちて行ひた り。本菌は寄生し得るや否直に植物を麥凋せ しむるがために

寄生性の有無を決定することは極めて容易な りとす。

3.培 養 上 の 性 質 とStrain

(一)麹汁寒 天培養(培養基 の反応 ギ12・温度28.C)



本菌は麹汁寒天 にては其の発育 最 も良好にして,菌 核 を移植 してより一日前後にして已に

菌糸の発生 を見,一 週 日前後にしてPetri・dishの 全部 を蔽ふに至 る。菌糸 は一般に堅密にし

て白色に,絹 懸光澤 を有 し,其 の配列は一様 に,且 つ菌層は薄きを常 とするも亦Strainに よ

りては其の質繊弱にして綿線光澤を有し,其 の配列は放射欺或は集心状をなすものあ り。伺

菌核は約十 日後より次第に形成せられ,其 の配列はStrainに よりて一定 し,整 一,集 心或は

集縁等の差あ り。即ち第一表の如 し。

但 し表中太字は其の性質特 に顯著なるものとす。

第 一 表



(二)醤 油寒天 培養(培 養基の反応 十18。温度28。C)

醤油寒天培基は麹浮寒天培養基に次で本菌の発育 に好適なる培養基にして,菌 懸は菌核の

接種後一週 日後にしてPetri-dishの 全面 を蔽ふに至る。本菌の発育 は培養基の含糖量に關係

あるものの如 く,糖 分の増加するに從ぴて繁殖極めて良好なる傾あり。

醤油寒天 培養基に於ける菌糸及菌核は麹汁寒天培養基に於けるもの と概ね類似するも,唯

菌糸は一般に繊柔なる傾 あり。即 ち次の如 し

第 二 表



(三)菜豆 煎汁寒天 培養(培 養基反応+12。 温度28。C)

菜豆煎汁寒天培養基は本菌の発育 に対 し前者に劣 り,菌 層は極 めて薄し。然れども菌懸は

堅密に,菌 核は豊産なる特性を有す。唯菌37號 は絡に菌核を形成するに至 らざりき。



第 三 表

1菌繍 の発育不良.菌 核毒作 らず



(四)肉 汁寒天培養(培 養基反応+15。 温度28。C)

肉汁寒天 培養基は本菌 の発育 には極めて不良にして,菌糸 は僅かに培養基の面に生するの

みにして,多 くは後に消失するに至る。菌核の形成は概して少 く,殊 に菌13,19,29,44號

は共の形成極 めて稀な り。

第 四 表

菌核を作らず



(五)殺 菌馬鈴薯盤培養(温度28。C)

本菌は殺菌馬鈴薯盤培養基にては発育 比較的良好にして,菌 懸は堅密に,菌 核は形成容易

なれ ども,菌23,38,31,32,33,34,35號 は共の形成極めて不良な りとす。菌糸 及菌核の

性質は各菌を通 じ殆ん ど和等 し。

(六)脱 脂乳培養(反応+16。 温度28。c)

本菌は脱脂乳によく発育 し,菌糸 の繁殖及菌核の形成は容易にしてよくCaseinを 凝固す

るも之れをpep七〇ne化せす。此培養 基上に於ける性質は各菌 を通 じて殆んど粗同じ。

4.寄 生 性 とStrai11

本菌 の寄生性は極 めて普遍な る もの にしてpolyxenyの 最 も著 しき例 に厨 す。 巳に天然 に



於て本菌に冒されたる栽培植物としては落花生,甜茱,南 瓜,西 瓜,甘藍,無 花果,蕃 茄,菜豆,馬

鈴薯,茄 子 蕃款 甘藤 甘藷,苺 大麻 煙草

大豆,麥 稻,刀 豆 禾本科植物の種苗 山芋,芭 蕉

萄筋,里 芋,木 瓜,燕 姿,高 梁,稗,粟,玉 蜀黍,薄 荷,樟,鎧 豆,小 豆,葱,棉,

桑,胡 麻,蕎麥,磁 柑,茶,胡 羅萄,苧 麻,萄 萄,,薯(澤 田)等 を初 め共の他の幾多の野生植

物あ り。荷本菌 に冒さるるものには牛蓼,三 極,除 贔菊,荏(著 者)等 あり。1919年 澤田氏

の豪薄に於ける調査によれば本菌により冒された る植物は38科115種 を算す。更に本菌が

人爲的に寄生し得る植物を學 ぐるに至 りては蓋 し著しき数に上 らん。 嘗て 及

が寄生性 より推 して本菌 には が存在せすとなせしは又全 く故なきにあらす。

著者は本菌 を研究中偶1925年 菌44號 より一種 のStrainの 突磯せしを観察し,此 者即菌

G8號(Ml)に つきて共の寄生性を槍せ しに,他 と著 しく異 るを発見せ り。 即 ち菌48號 は

種々の培養基或は寄主植物を通 じ叉種々なる接種の方法 を講するも蠶豆 を除 きては他の植物

には全 く寄生するを得 ざりき。 之れによりて本菌 にも他の一般の病菌 と同じく を異

にするによりて寄生性を異にすべきものなるべしとの豫測をなすに至れ り。之れがために著

者は胡瓜,蕃 茄,菜豆,蠶豆 等 を用ぴて接種試験を行ひ寄生性を検せ り。共の結果は次の如し

但 し十は寄生性あるもの,

一は寄生性なきもの,

 (WOLFS)

(VAN HALL)

(BIRMING RANI)

13ENIIAUS

(FULTON)

(TISDALE),

(WALKER)

(STAIIEL)

Strain

(EARLE), (WESTERDIJR)

(STARMAN)

TISDALE

Strain

TAU-
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之れによるに此等の菌は共の寄生力に多少強弱の差あるものの如 く,尚 寄主植物の種類に

より寄生性に有無あり。然れども此等 の菌 は数次寄主植物を通過 し或は徐々に接種 を繰返し

て慣致せしむるときには,次 第に寄生力を高むる事實あるを以て,寄 生力の強溺は必すしも

永績性 と見るぺか らざることあり。 然るに菌 ユ8號 は胡瓜に,菌37,40,41,42號 は蕃茄

に菌48(M1)號 は蕃茄及菜豆 に数次接種するも全 く寄生せしむることを得 ざりき。 之れ を

以て寄生性の有無は永績性のもの と見るを得べし。

5.生 理 的 性 質 とStrain

(一)反応 とStrain

培養基の反応 が菌の発育 に影響することは廣知の事實にして,樹 菌が反応 に劉 して特有の

を有することも巳に幾 多の研究によりて閑明せられた り。 然れ ども

は松本鏡が にて誰せしが如 く,培 養基の榮養分に關係すること大

なるがために,嚴 格に云へば反応 に野する は特定ぜる培養基につ きてのみ特

有のものと見るべきものとす。

著者は之れがために培養基 としてはCzapek液 を用ぴ,之 れにN15HCI或 はN/5NaOHを

添加 して後100。Cに て30分 間つつ三日間 連 日消毒し,終 に共のPHを検定 せ り。か くして

後著者は として同…状態 にある菌核を接種して定温器(28。C)に 納め,20日 の後其

の発育 を調査せ り。即ち次の如 し。

Growth range

range

inoculum

 Rhizoctonia Solani

growth range

growth
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之れ を見 るに本菌 のOptimumreactionはPH5.9内 外 と見 るを得 べ く各菌 通 じて相 一致

す。而 して菌31,33,34,35,36,3740の 各 菌 は反 憲に劉 して比較 的不敏 な りとす。

尚 各菌 につ き共 の生育 の状況就 中菌糸 の色澤 を観察す るに次 の如 し。

第 七 表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1G

15

1 6

1 7

18

19

20

21

22

23

24

25

菌総純白 菌核豊産
〃

〃

〃

〃

菌糸は酸度高きときに穂褐色中

性に近 くに從ひ純白色
〃

〃

菌糸白色 菌核豊産
〃

〃

〃

蔚核の発育微弱,白 色,酸 度高
きとき1こは全 く菌核を作らず

菌糸白色 菌核豊産

〃

〃

菌糸穂淡褐,菌 咳の成生中位

菌絵白色,菌 核は豊庵

〃

〃

菌緯褐 菌核は塊状に形威

繭緯褐 菌核豊産
〃

菌総精褐色 菌核豊産

菌緯白色 菌核豊産

XIII

XIV

XV

XVI

XVII

XVIII

XIX

XX

XXI

XXII

XXIII

XXIV

XXV

XXVI

XXVII

XXV…{

XXIX

XXX

XXXI

XXXII

XXXIII

XXXIV

XXXV

26

2ワ

28

29

30

31

32

33

3a

35

36

3ワ

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

菌緯白色 菌核豊産
〃

〃

〃

〃

〃

〃

菌緕淡褐色

菌繍褐色

菌総白色
〃

菌核少産

菌核少産

菌致豊産

菌糸白色 菌按稀有

菌統白色 菌核盤凌
〃

〃

〃

〃

〃

〃

蔚統褐色

菌緯白色
〃

菌核盤産

菌核豊凌

菌絡淡褐色 菌核中産

菌緕自色 菌核豊産



一般に菌糸 は初めは白色なるも日を経るに從ひて次第 に褐色に近づき,叉 酸の増加するに

從ぴて次第に褐変 する傾あり。然 りと錐も白色の特性のものは毫も変化することとなし。

(二)酸 の威生 とStrain.

菌核菌は酸 を生産するものにして殊に甘蔗 糖添加のCzapek液 に於て著し。叉本菌は已述

の如 く酸に対する抵抗張きが故に或 るStrainに ありては約中性の培養基 をして21日間に

PHユ.8に 導 くに至 る。此の酸の成生の働きは各菌相互に差異あるものの如し。 之れがため

に著者はCzapek液 を作 り,之 れに各菌 を接種 して28。Cに 保たしめ21H後 に至 り菌暖液

の反応 を検定せ りo

伺各菌は其の繁殖の度一・様ならざるを以て,菌1瓦 の生産酸度を算出して比較するとこ

ろあ りた り。即ち次の如し

第 八 表



之れによれば本菌の1瓦 生長量に射する生産酸度はPH8.4乃 至29.3の 間にして,此 間

は明かに.区別し難きも大部分の菌は13.3乃 至24.9の間 を占む。 唯菌 ユ3,19,20,21,22,

23,32號 の各菌 は比鮫的酸の生産少く,約1瓦 の菌の生長量に対し84乃 至10.8の 生産

酸度 を示 し,菌11,15,16,26,33,G4,45號 の各菌は比較的成生多 く約26.6乃 至29・3の

生産酸度を示す。

(三)生 育要温 とStrain

菌は温度によりて影響せ らるること大にして就中生育に対して は自ら一定の温度を有す。

但 し此の要温は 及 の誰するが如 く多少は榮養によりて影響せらるることな

きにあらす。然れども概 して菌 に特有のものにして而も同一・状態にありては菌に特定のもの

と見るを得。

菌 に劉する温度の影響につきては從來幾多の研究 あり。就中KRtiGER,EDGERTON及 逸見武

雄は共に 菌 につきて詳細なる研究 をなし,年 果の 菌は生育要温

によりて明かに二種に区別し得 るを示し,樹 及 は

につきて研究 し,温 度が菌糸 及胞子の生育就中其の色澤の成 生に關係あることを示

せ り。之れにより著者は菌核菌の生育要温を測定し並に温度の菌核に劉する影響 を槍せん と

せ り。 ・

之れによるに菌核菌は49originの 菌 を通 じて生育要温 は約同一・にして,38。Cに て生育し

39.40。Cに至 りて全 く生育を止め,叉13。Cに 至 りて生育を止む。 伺何れ も32。-33。Cに於て

も最 よく生育す。而 して此等の間に於ては各菌 とも認知すべき差異 を認めす。叉温度の菌核

に謝する影響に就ても各菌間に 差異 を認むること能はざ りき。"

thianum

 BROOKS

Gloeosporium

COOLEY

SCHA FFNTT BONING

Gloeosporium

Colletotrichum Lindemu-

6.結 論 及 摘 要

1.從 來菌核菌 につきては寄生上及培養上の性質より見て共の間に差異ありとなす もの と

然 らざるもの とあ り。 著 者は各國より得たる の菌につきて培養的,生 理的及寄生

的性質 を究め以て共の間 の異同を明かにし且つ の性質を閑明するところありた り。

2培養的性質を検せんがためには麹汁寒天,醤 油寒天,菜 豆煎汁寒天,肉 汁寒天,殺 菌馬

鈴薯盤 等の培養基を用ひ,之 れに各菌 を培養 して菌糸 にありては光澤,配 列,形 態,色 及菌層

につき,叉 菌核にありては其の配列を調査せ り。 此等の性質は に特定のものと見 る

を得べ く,同 一賦態にありては不変な りと認むるを得。

3.寄 生的性質を検せんがためには胡瓜,蕃 茄,菜豆 及鷲豆を用ひ,之 れに接種 し二同の成

49 Origin

Strain

Strain



績によりて考査せ り。 之れによるに本菌の寄生性には明かに差あるを認む。 殊に菌48號

(StrainXXXIV)に 於て最 も著しとなす。

4.生 理的性質としては特に培養基の反応 に!対する耐度及生育状態,酸 の生成量及生育要

温につきて槍するところありた り。本菌は概して反応 に対して は耐度大に,且 つ酸の生産量

大なれ どもStrainに よりて多少其の間に差異あるを知れ り。 然れ ども生育要温は各Strain

を通 じて同一な りとす。

5.以 上の性質中培養上の性質は 最 も顯著に生理上の もの之れに次 ぎ,寄 生上の性質は最

も粗な り。荷培養上の性質中麹汁寒天培養上の性質は最 も瓢著な りとす。
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STUDIES ON Sclerotium Rolfsii SACC. PART V. PHYSIOLOGICAL 
        CHARACTERS IN RELATION TO THE 

            STRAINS OF THE FUNGUS

(Resume) 

Kakugoro NAKATA

   1. Sclerotiumm Rolfsii SACC. is a group species comprising numerous 

strains (biologic forms ) which can be distinguished by the phenomenon 
of aversion. The present work was undertaken to characterize the strains 

by physiological characters including cultural features and pathogenicity. 
   2. For cultural features the following charcaters were taken into 

consideration : color, ruster, topography, structure, layer of mycelia and 

distribution of sclerotia formed on plate. Those characters can be re-
cognized as constant and characteristic under the same conditions. 

   3. The fungus tolerates acid and alkali, and produces a considerable 
amount of acid in the course of growth. The toleration and amount of 

acid produced depend upon the strains of the fungus, while temperature 

for growth shows no difference among strains. 
   4. From experimental evidence with Str. XXXIV (48) the patho-

genicity of the fungus is found to be characteristic of the strains. 
   5. The most pronounced and distinguishable characters of the strains 

are found in cultural features, specially when cultured on Koji extract agar.


